
 

令和２年度 公益社団法人埼玉県臨床検査技師会 
第１回理事会議事録 

（定款第 33条第 2項の規定によるみなし決議に関する議事録） 
 

議案書発送日 令和２年４月 ９日（木） 

議  決  日 平成２年４月 13日（月） 

議       題 Ⅰ．行動報告  Ⅱ．報告事項   Ⅲ．承認事項  Ⅳ．議題 

参加（理事） 神山 清志  岡田 茂治  矢作 強志  松岡  優  小山 博史 

       濱本 隆明  山口 純也  猪浦 一人  鳥山  満  阿部健一郎 

       奈良  豊  長岡 勇吾  小島 徳子  神嶋 敏子  菊池 裕子 

       長澤英一郎  伊藤 恵子  濱田 昇一  笹野 勝年  石井 直美 

       神戸 考裕  久保田 亮 （理事全員） 

  （監事） 細谷 博光  遠藤 敏彦 （監事全員） 

   

  

Ⅰ．行動報告 （ 令和２年３月 12日～令和２年４月８日 ） 

  ３月 12日（木）令和元年度第 12回理事会：神山、矢作、松岡、小山、濱本、奈良、神嶋、 

                      菊池、長澤、伊藤、笹野、石井、神戸、山口、 

                      猪浦、鳥山、阿部、久保田、遠藤 

  ３月 14日（土）会計部入力作業：神戸 

  ３月 19日（木）令和元年度臨時会員総会 ：神山、岡田、矢作、松岡、小山、濱本、奈良、 

                      神嶋、長澤、伊藤、笹野、石井、神戸、山口、 

                      猪浦、阿部、遠藤、細谷 

    ３月 19日（木）役員候補者推薦委員会（メール会議）：岡田 

    ３月 22日（日）埼臨技学術地区別研修会（中止に伴う立ち合い）：山口、猪浦 

    ３月 26日（木）だより 491号編集会議（メール会議）：奈良、長岡、小島、神嶋、菊池 

    ３月 27日（金）第 48回埼玉県医学検査学会 第５回実行委員会：菊池、石井、猪浦 

    ３月 30日（月）第４回表彰審査選考委員会（メール会議）：神山、岡田、矢作、松岡、小山、 

                             濱本 

 

Ⅱ．報告事項    

１ 事務局 

（１）令和２年度埼臨技依頼の印刷社について、２社から見積もりを取った。 

（２）３月 19日（木）令和元年度臨時会員総会を開催した。 

（３）日臨技より第 69回日本医学検査学会の開催延期の案内が届いた。 

（４）公益財団法人黒住医学研究振興財団より 2020年度 第 28回研究助成事業募集の案内が届いた。 

（５）有限会社メディサイエンスより第 47回埼玉県医学検査学会市民公開講座リーフレットを依頼元 

   ホームページへ掲載したいとの依頼が届いた。 

（６）５月 17日（日）開催予定の第 19回「乳がん市民フォーラム in春日部」開催中止の連絡が届い 

   た。 

（７）日本医療科学大学保健医療学部臨床検査学科新設に伴い、要望書を送付した。 （別紙資料１） 

（８）埼玉医科大学入学式中止の連絡が届いた。 

（９）公益社団法人茨城県臨床検査技師会より創立 70周年記念式典の案内が届いた。 



   神山会長、矢作副会長を派遣することとした。（その後、延期が決定した） 

      日時：令和２年７月 11日（土）15：30〜 

   会場：ホテルレイクビュー水戸  茨城県水戸市宮町１−６−１ 

（10）日臨技よりアルカリホスファターゼ及び乳酸脱水素酵素の測定法の変更に係る対応についてが 

   届いた。 

（11）３月 19日（木）役員候補者推薦委員会（メール会議）が開催された。     （別紙資料２） 

（12）３月 29日（日）公益法人インフォメーションに令和２年度事業計画、予算書の提出を行った。 

（13）日臨技より事務局の在宅勤務等についてお知らせが届いた。 

（14）日臨技より令和２年６月末日までの日臨技主催研修会等の開催延期の案内が届いた。 

（15）公益財団法人埼玉県母子寡婦福祉連合会よりひとり親家庭向資格取得セミナーのお礼が 

   届いた。 

 (16) ３月 30日（月）第４回表彰審査選考委員会（メール会議）が開催された。    （別紙資料３） 

（17）３月 31日（火）埼臨技主催の研修会（4月 16日から 5月 1日まで開催予定分）中止の案内を一 

   斉メールにて送信した。 

 

２ 総務部 

（１）３月 26日（木）埼臨技だより 第 491号編集会議（メール会議）を行った。   （別紙資料４） 

（２）４月 15日（水）「埼臨技だより」第 491号発行予定 

 

３ 事業部：無し 

 

４ 学術部 

（１）令和元年度第３、４、５回編集委員会議事録を提出する。                   （別紙資料５） 

（２）生涯教育プログラム６月、７月分を４月号のだよりに同封予定 

（３）４月開催の４研修会中止、５月は８研修会中５研修会が現在中止予定。 

（４）３月 22日（日）埼臨技学術地区別研修会を中止とし、会場にて担当理事が対応した。 

                                          （別紙資料６） 

（５）４月２日（木）理事研究班合同会議（会計部会）、４月３日（金）理事研究班合同会議 

   （班長部会）を中止にした。 

 

５ 精度保証部：無し 

 

６ 会計部 

（１）令和２年度正会員費 2,926名 14,630,000円、入会金４名分 4,000円 合計 14,634,000円の 

   入金があった。 

（２）日臨技より令和元年度生涯教育推進研修会助成金 50,000円×２、46,500円×１、 

   ベッドサイド実践講習会助成 94,280円、合計 240,780円の入金があった。 

（３）埼玉県医師会より精度管理事業 920,000円、1,221,000円、合計 2,141,000円の入金が 

   あった。 

（４）石井印刷に埼臨技会誌 Vol66-No.3 428,340円、埼臨技だより第 490号 113,256円、 

   仕分費 11,946円、合計 553,542円を支払った。 

 

７ 精度管理委員会 



（１）令和元年度埼玉県医師会臨床検査精度管理事業講評会は COVID-19の影響により中止になった。 

   また、CD評価の施設に関しては是正報告書の提出を持って終了とした。 

 

８ 一都八県会長会議：無し 

 

９ 日臨技関甲信支部：無し 

 

10 日臨技：無し 

 

11 第 48回埼玉県医学検査学会 

（１）３月 27日（金）第 48回埼玉県医学検査学会 第５回実行委員会を開催した。 （別紙資料７） 

（２）学会ホームページトップページを資料のとおりとする。           （別紙資料８） 

（３）学会 LINEを作成し、学会インフォメーションに活用することとした。 

               

Ⅲ．承認事項 

事務局 

  １ 会員動向 (令和２年度分)               令和２年４月１日現在 

    会員数 3,125名［令和元年度会員数  3,144名］(新入会員 32名) 

 賛助会員 81社［令和元年度 81社］ 

  ２ 令和２年度委員会委員の委嘱について                                   （別紙資料９） 

  ３ 令和２年度埼臨技依頼の印刷会社は三役で協議した結果、株式会社石井印刷としたい 

 

   総務部 

４ 令和２年度 会員名簿発行について 

総務部での協議の結果、来年度の会員名簿は以下のとおりとしたい。 

（１）施設によっては CDを使用できるパソコンは限られているため、紙媒体で発行する。 

（２）配布枚数を昨年の CDと同様な配布とする。 

  （施設に１冊、賛助会員へ１冊、研究班に２冊、配布希望会員） 

 

Ⅳ．議題 

事務局 

  １ 令和２年度埼臨技功労賞について 

     来住野修氏を推薦する 

２ 令和２・３年度理事候補者について 

   役員候補者推薦委員会推薦のとおり、別紙のとおり推薦する。           （別紙資料 10） 

３ 令和２年度定時会員総会議案書について 

     資料のとおりとしたい                                               （別紙資料 11） 

４ 会員の扱いについて 

  埼臨技会員の扱いを下記のとおりとしたい。 

  （１）引き落とし時期以降に当会入会したものは、入会金＋会費の振り込みを確認した後に

埼臨技会員としての権利を有することとする（会誌・だよりのバックナンバー等は送

る）。 

  （２）日臨技「のみ会員」の研修会等参加は非会員と同等に扱う。（これは、ＨＰ、生涯教育



ＰＧに記載し周知する） 

 

総務部 

  ５ 第 49回埼玉県医学検査学会学会長について 

     飯田眞佐栄 氏（株式会社アムル 上尾中央臨床検査研究所）を推薦する 

   

Ⅴ．その他 

  １ 行事予定ファイルの扱いについて 

    各部で作成していただいた年間行事予定表をドロップボックス等を活用して共有することと 

     する。 

 

 令和２年４月９日、代表理事である神山清志は、役員の全員に対して上記理事会の議案書を発した。

その結果、当該提案（承認事項並びに議題）について監事全員より異議を述べない旨の報告（確認書）

が書面により提出された。また、令和２年４月 13日までに、当該提案（承認事項並びに議題）について

理事の全員から書面による同意（同意書の提出）を得た。よって、一般社団法人及び一般財団法人に関

する法律第 96 条及び定款第 33 条第２項の規定により、当該提案を可決する旨の理事会の決議があっ

たものとみなされた。 

 上記のとおり、理事会の決議の省略を行ったので、理事会の決議があったものとみなされた事項を明

確にするため、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 96条及び同法施行規則第 15条第４項第

１号に基づき、常務理事である濱本隆明は本議事録を作成し、定款第 34 条の定めにより代表理事及び

監事が記名押印する。 

 

 

令和２年４月 13日 

公益社団法人埼玉県臨床検査技師会 

代表理事  神山 清志  印 

監  事  遠藤 敏彦  印 

監  事  細谷 博光  印 

 


